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1. はじめに
近年、ダイヤモンドオープンアクセス（OA）に

関する話題が増えている。ダイヤモンド OA とは、
「ジャーナルやプラットフォームが著者にも読者に
も料金を請求しない学術出版モデル」（1）であり購読
料やゴールド OA による論文掲載料（APC）の高
騰等が問題化するなか注目されている。2022 年に
は Science Europe により“Action Plan for Diamond 
Open Access”（2）が発表され、2023 年には初の“Global 
Summit on Diamond Open Access”（3）がメキシコで開
催された。日本でもダイヤモンド OA に関する資料の
翻訳の公開やセミナーの開催が相次いでいる（4）。

ダイヤモンド OA 出版の担い手の一つに図書館出
版がある。図書館出版とは、図書館による出版活動を
指す。図書館出版を推進する大学図書館によるイニシ
アチブである Library Publishing Coalition では「学術
的、創造的、及び／または教育的著作物の制作、普及、
収集・整理を支援するために、学術・研究図書館及び
図書館コンソーシアムが主導する一連の活動」と定
義される（5）。ここ数年の間に翻訳出版された『学術コ
ミュニケーション入門』（6）『オックスフォード出版の事 
典』（7）のいずれにもその説明があるように、欧米では
図書館出版は学術情報流通の一角を担っている。国際
図書館連盟（IFLA）には図書館出版の活動に関する
グループ（8）が置かれ、Library Publishing Coalition の
活動も活発である。図書館出版に関する論考や報告書
も多く刊行されている（9）。他方、日本では機関リポジ
トリでの学位論文や紀要の公開等すでに図書館出版の
取組が一部行われてはいるものの、『図書館情報学用
語辞典』（10）や『図書館情報学事典』（11）にその項目が
無いことからも現時点では図書館出版という概念が浸
透していないといってよいだろう（12）。しかし、今後
日本でもダイヤモンド OA の文脈において図書館出版
に関する議論が高まる可能性がある。そこで本稿では
そうした議論の参考として欧米における図書館出版の
動向を概観したい。なお、本稿では大学図書館による
図書館出版を対象に、ジャーナルと書籍に関する出版
サービスを中心に見ていくこととする。

2. 多様な図書館出版
ホルツマンとリッピンコットによると現代の図書館

出版の起源は 2000 年代初めで、そのころには機関リ
ポジトリが「教員のプレプリントと並んで、灰色文献、
電子学位論文（ETDs）、その他の独創研究を公表する
実験」に使い始められていた（13）。その後、シリアルズ
クライシスに悩む当事者としてジャーナルの OA 出版
に積極的に取り組んできたことはよく知られるところ
であるが、近年その取組は書籍の OA 出版にも広がっ
ている。学術出版の商業化を背景に出版が敬遠されが
ちな分野やテーマ、言語が生まれるなか、それらの受
け皿ともなってきた（14）点は特筆すべきであろう。

図書館出版として提供されるサービスは、機関リポ
ジトリでのホスティングから、出版のためのインフラ
の提供、編集や広報の支援、大学出版部によるデジタ
ル出版の支援まで幅広い。図書館出版のモデルも実施
館の使命や規模（予算や人員）に応じて多様であるが、
ここではアンダーソン（15）をもとに三つのモデルに分
け、ジャーナルと書籍の出版に焦点を当てそれぞれの
事例を紹介する。

2.1 図書館が出版社となる出版
一つ目は図書館が出版社となるモデルである。多く

の場合、図書館はオンライン出版プラットフォームの
提供、デジタル版の公開や保存、識別子やメタデータ
の作成等の技術面でのサポート、著作権やライセンス
に関する指導等を行い、査読の管理や編集業務を行う
場合もある。すでに多くの図書館が OA ジャーナルの
出版に取り組んでいるが、近年は OA 書籍の出版に取
り組む館も増えている。

・ミネソタ大学図書館
Publishing Services Team が置かれ、ジャーナル、

書籍、会議録、教科書等の出版に関する相談を受け付
け、University of Minnesota Libraries Publishing と
いうインプリントのもと出版を行っている（16）。基本
サービスは、デジタル出版物の発見性や利用の向上に
向けた技術インフラと長期保存であり、ホスティン
グ、査読やコンテンツの管理システムの提供、知的財
産権に関する助言、バックファイルのアップロード、
識別子（ISSN、DOI）の登録・管理、利用統計レポー
ト、デジタル保存、検索エンジン最適化、インデック
スまたはデータベースへの収録、著者または編集者の
サポートが含まれる。有料の追加サービスには、グ
ラフィックデザイン、オンデマンド印刷、カスタム
ソフトウェア開発、レイアウトや組版、JATS XML

（PubMed 用）、図表・グラフの作成、剽窃チェック、
校閲、校正、校正刷りがある（17）。＊ 京都大学東南アジア地域研究研究所
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・ミドルテネシー州立大学図書館
Digital Scholarship Initiatives（DSI）が置かれ、機

関リポジトリでの査読付論文、会議録、オープン教
科書やオープン教育資源（OER）（18）等の公開、オープ
ンソースの電子出版システム Open Journal Systems

（OJS）を用いたジャーナルのホスティング、DSI の
インプリントである MT Open Press による OA の書
籍の出版等を行っている（19）。MT Open Press ではデ
ジタルファーストのハイブリッド出版を行っており、
2023 年に初めて 2 冊の OA 書籍を刊行した（20）。基本
サービスには、知的財産権や CC ライセンスに関する
助言、ウェブホスティング、検索エンジン最適化、剽
窃チェック等が含まれるが、出版管理業務（原稿の募
集、編集スタッフの手配、査読依頼、引用文献の整理、
第三者からの使用許諾の取得等）は含まれない。DSI
が最終的な PDF のレイアウトの調整を行う場合もあ
るが、著者／編集者が最終的な編集に責任を負う（21）。

・エジンバラ大学図書館
Edinburgh Diamond が置かれ 2009 年から OJS を利

用したジャーナルのホスティングサービスを行ってい
る。2021 年にはオープンソースの単行書出版プラット
フォーム Open Monograph Press（OMP）を利用した
ダイヤモンド OA の書籍のホスティングサービスを開
始した。書籍の出版に関しては、ホスティングに関す
るサービス全般に加え、ISBN や DOI の登録、インデッ
クスへの登録、利用統計の提供等を行うが、投稿・査
読の管理、編集、組版、校閲等は編集者の責任とし図
書館は担当しない。なお、ジャーナルでは OJS の使い
方をユーザーに教えるが、書籍に関しては OMP に関
する作業は図書館で担当しユーザーはシステムについ
て学ぶ必要はない。これにより図書館は OMP のユー
ザー教育に費やす時間を書籍のオンライン化作業にあ
てることができるとしている（22）。

2.2 大学出版部との協働による出版
二つ目は大学出版部（university press）と図書館の

協働による出版のモデルである。大学出版部は大学等
に付属し、採算のとりにくい学術書を中心に出版する
非営利の出版社を指す（23）。米国では、大学出版部を図
書館組織の下部組織として改組するケースが増えてお
り（24）、図書館と大学出版部は、ワークフローを別にす
るが OA 書籍のプラットフォームの共有をはじめ技術
や情報の共有等を行う場合も多い。以下では、図書館
と大学出版部の連携の事例を紹介する。

・マサチューセッツ大学アーモスト校図書館
Scholarly Communication が置かれ、マサチューセッ

ツ大学出版部と協力を行っている。図書館は、大学出
版部がオープンソースの出版プラットフォームである
Manifold を通じて出版する OA 出版物の DOI の登録
を支援している。出版部では絶版本を OA 書籍として
図書館のリポジトリで公開できないか検討中である（25）。

なお、図書館では独自に OA ジャーナルと書籍の出
版活動も行っている。ジャーナルについては、他のプ
ラットフォームから機関リポジトリへのジャーナルの
移行、ジャーナルの創刊や出版、休止中のジャーナル
の公開を行っている。書籍についてはオンライン書籍
の出版プラットフォームである Pressbooks を利用し
たウェブサイトでオープンライセンスの書籍や教科書
を公開している（26）。

・フロリダ大学図書館
ジョージ・A・スマザーズ図書館とフロリダ大学

出版部（図書館の管轄外）が共同でインプリント
LibraryPress@UF をもち、OA かつデジタルファース
トの出版を行っている（27）。図書館が編集、デザイン、
出版プラットフォームの管理とホスティングを担当
し、大学出版部とは制作、普及、マーケティングでの
協力や、学術出版に関する幅広い知識の交換を行って
いる（28）。

・北テキサス大学図書館
Scholarly Publishing Services（SPS）が置かれ、図

書館の管轄下にある北テキサス大学出版部の協力のも
とオープン教科書の出版を行っている。大学出版部で
は、選定したタイトルについて、査読・校正サービス
の提供や学内・学外の学生に向けた低価格のプリント
版の販売を行う。図書館では、Pressbooks を利用した
ウェブサイトでこれらの OA 版の公開を行う。また、
大学出版部でオープン教科書としての出版が認められ
なかったタイトルについて、他のプラットフォームで
オープンライセンスで公開する場合には SPS が資金提
供を行うこともある（29）。

2.3 既存の出版モデルの変革を目指す出版
三つ目は既存の商業ベースの出版からコミュニティ

ベースの OA 出版への変革を目指す出版活動への参加
で あ る。SCOAP3、Project MUSE、Open Library of 
Humanities（OLH）、Knowledge Unlatched（KU）等
への支援や参加を通し図書館は出版活動を間接的に行
う（30）。例えば、2015 年に設立された OLH は、国際
的な図書館コンソーシアムにより運営され、共同出資
によるダイヤモンド OA 出版を行っている。図書館
は出資者として出版に参加する（31）。Project MUSE は
大学出版部と図書館の協力により生まれた非営利の
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プラットフォームであるが、2025 年よりジャーナル
に Subscribe to Open（S2O）（32）を導入予定である（33）。
図書館は Project MUSE の購読を通し、非営利出版社
による OA 出版を支援することができる。

3. 図書館出版の現状
次に図書館出版の現状を見ておきたい。Library 

Publishing Coalition では、世界の図書館出版に関す
る調査結果を毎年公表しているが、直近の“Library 
Publishing Directory 2023”（以下「Directory 2023」）
では 2022 年現在の現状は以下のように報告されてい
る（34）（以下の数字はすべて同 Directory 2023 の“Intro-
duction”からの引用である）。

予算は、図書館の運営費（84％）が多くを占める。
資料の種類は、ジャーナル（89％）が最多で、会議資
料（80％）、学位論文（75％）、教育資料（66％）、書
籍（60％）、データセット（46％）と続く。OA につい
ては、出版物のすべて（58%）、出版物のほとんど（31％）
が OA であると回答し、OA 出版への取組が進んでい
る。メディアは、テキスト（95％）、画像（71％）、ビ
デオ（59％）、データ（58％）、音声（55％）の順に多い。
視聴覚資料や補足コンテンツの出版は近年の図書館出
版の特徴の一つとなっており、コロンビア大学図書館
のウェブサイトでは“Publishing”のページにジャー
ナルと並んでポッドキャストが大きく掲載されてい 
る（35）。プラットフォームは、OJS（50％）、DSpace

（33％）、bepress Digital Commons（28％）等が利用
されている。提供するサービスは、著作権に関するサ
ポートと DOI の割り当て（80％以上）が最多で、メ
タデータの作成（71％）、著者への助言（66％）、トレー
ニング（66％）、ISSN の登録申請（64％）、補足コン
テンツのホスティング（60％）、目録作成（56％）、分
析（55％）と続く。予算作成やビジネスモデル開発サー
ビスの提供は低調で、10％未満である。ポリシーの策
定と公開は広く行われている。雇用面では、28％が大
学院生を、29％が学部生を雇用している。

ここでは今後、日本で図書館出版を検討する際に参
考になりそうな 2 点についてみてみたい。

3.1 OER の取組
Directory 2023 では、近年の変化や特記事項とし

て OER の取組や拡大を挙げた図書館が多くみられ
る。アイオワ大学図書館では OpenHawks というプロ
グラムのもと既存の教科書を OER に変換するための
資金提供を（36）、ハーバード大学ガットマン図書館では
OER の制作に関するリソースの提供（37）を行っている。

アイオワ州立大学では OA 出版プログラムである
Digital Press を設置し、Pressbooks を利用したオープ

ン教科書の出版を行っている（38）。その一つ、“Dress, 
Appearance, and Diversity in U.S. Society”は、学術
出版サービス司書がウェブサイトでのセットアップ、
表紙デザイン、DOI の作成等を、OA・学術コミュニケー
ション司書がアクセシビリティやコンテンツデザイン
に関する指導を行う等、様々な支援体制のもと 2020
年に刊行されたが、国内外から 27 万ビュー（2023 年
9 月現在）を獲得し学生から内容面でも視覚面でも魅
力的との好評を得ている（39）。

3.2 学生アシスタントの雇用
Directory 2023 では、学生アシスタントの雇用につ

いての言及も多くみられる。グランドバレー州立大学
図書館では、学生アシスタントの雇用により既存の
OER をアクセシブルでウェブに適したフォーマット
へ変換できた（40）と報告している。デジタルネイティブ
な学生は、デジタル技術の活用において重要な戦力と
なっていると言えよう。

学生の雇用は学生自身の職能開発や就職支援にもつ
ながっている。カリフォルニア州立工科大学フンボル
ト校では、学生アシスタントの業務はレイアウト、組
版、デザインから、マーケティング、機関リポジトリ
でのコンテンツの読み込みと更新、メタデータの作成
まで幅広い（41）。同図書館では、学生の出版スキル教
育の機会ととらえており、実際出版社への就職に結び
付いているという（42）。LibraryPress@UF では、学生
を雇用し図書館利用に関するハンドブックを作成した
が、学生にとって出版の経験や情報リテラシーの向上
につながっただけでなく、LibraryPress@UF にとっ
ても出版プロセスの再考とワークフローの簡素化につ
ながったと評価する（43）。筆者は、学生アシスタントと
しての経験を通し学術情報流通の仕組みや課題、コス
トを理解する人々が増えることは、長い目で見ると学
術の未来を考える社会の醸成につながるという点でも
大きな意味を持つと考える。

4. 欧州における図書館出版の再評価
Directory 2023 の回答館の多くが北米であることか

らも北米での図書館出版の広がりがうかがえる。他
方、欧州では Plan S（CA1990 参照）の始動以降、ダ
イヤモンド OA 出版を支える機関出版（institutional 
publishing）の重要性が見直されている（44）。Plan S の
遵守には OA ジャーナルでの出版、リポジトリでの
公開、OA 化契約を締結した機関への所属のいずれか
が必要とされる（45）が、これらのルートは APC や転換
契約の拡大による商業出版社の利益増大が見込まれる
一方、中小規模の出版社は依然、運営に課題を抱える
ものも少なくない（46）。そこで cOAlition S では現在、
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“DIAMAS”（Developing Institutional Open Access 
Publishing Models to Advance Scholarly Communica-
tion）や“CRAFT-OA”（Creating a Robust Accessi-
ble Federated Technology for Open Access）を柱に
欧州のダイヤモンド OA 出版のインフラサポートを行
い（47）、機関出版の強化に取り組んでいる。図書館出版
はこうした機関出版の一つとして再評価されていると
いってよいだろう。

欧州の図書館出版をめぐる動向の一つに、OA 出版
に向けた図書館や出版社の連携がある。2022 年には
スコットランドでスコットランド大学・研究図書館
連合（SCURL）の加盟図書館による非営利の OA 出
版社 Scottish Universities Press（SUP）が設立され
た。SUP では国立図書館によるコーディネイトのも
と、18 の学術図書館が参加し 2024 年に最初の書籍の
出版が行われることになっている（48）。また、2023 年
には英国の中小規模の大学出版部や大学図書館が集ま
り Open Institutional Publishing Association（OIPA）
が設立された。OIPAではOA出版のベストプラクティ
スや経験の共有等を通し英国の大学出版部や図書館出
版による OA 出版活動を支援している（49）。

5. 課題
以上のように、欧米では概して図書館出版の取組が

進んでいる。2023 年 12 月には LibraryPress@UF か
ら図書館出版の事例を共有するための新ジャーナル

“Case Studies in Library Publishing”も創刊され、そ
の取組は今後さらに活発になっていくだろう。

しかし、図書館出版には課題もある。Library Pub-
lishing Coalition のブログでは、人員配置（50）、プラッ
トフォームの老朽化への対応（51）、資金の確保（52）等が
指摘されている。資金やスタッフに関する問題は、パ
シフィック大学と南フロリダ大学図書館の図書館出版
の縮小の経緯についての報告でも指摘され、コロナ禍
による図書館予算の削減といった予算の不確実さ（53）も
課題となっている。こうした課題の対策として、先に
見た組織をこえた連携や、図書館出版に関するツール
やリソースの開発及びこれらに関する情報共有（54）が試
みられている。ソパーとハンターは、図書館出版には

「十分な資金と持続可能な計画」の確保が重要である
とし、「パートタイムのスタッフを採用して訓練する
よりも、出版サービス業者に委託する方が有益な場合
がある」と指摘する（55）。図書館業務の拡張路線一辺倒
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